
１．委託費の名称

２．事業の目的及び内容

（１）目的

（２）具体的な内容

３．委託先の公益法人の名称

４．委託費支出実績額 32,550 千円（Ａ）

５．委託費における管理費

（１）人件費 17,488 千円

（２）一般管理費 4,037 千円

（３）その他の管理費

　

千円

千円

0 千円

21,525 千円

６．外部への支出

（１）外部に再委託されているものに関する支出

支出先

千円

千円

0 千円（Ｂ）

（２） （１）以外の支出

支出先

有識者及びワークショップ招聘者 530 千円

有識者、ワークショップ招聘者及び職員 4,915 千円

リース会社等 1,009 千円

印刷業者 3,021 千円

千円

9,475 千円

７．その他

1,550 千円

千円

1,550 千円

８．再委託の割合 0 ％（Ｂ／Ａ）

合　計

金　額内　容

金　額支出内容

諸謝金

旅費

合　計

消費税及び地方消費税

平 成 ２０ 年 度 委 託 費 支 出 明 細 書

金　額内　容

平成２０年度ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ検討委託業務

印刷製本費

合　計

財団法人自然環境研究センター

1. 国外の自然と共生する自然資源の持続的な利用の手法やそのための社会システムの事例収
集及び里地里山に関する学術論文の収集等
2. 里地里山の自然資源の持続可能な利用についてのとりまとめの方向性や海外への発信方法
等に係る、有識者ヒアリング、ワークショップの開催
3. 「SATOYAMAイニシアティブ」の施策の推進についての年次計画の策定

4. 「SATOYAMAイニシアティブ」のパンフレットの作成

里地里山は国土の約４割を占めており、特有の生物生息環境として重要であるとともに、生
態系ネットワークの形成上、食料や木材等自然資源の供給、国土保全、水源涵養、良好な景
観、多様な文化の伝承等の観点からも重要な役割を担っている。また、里地里山でかつて営
まれてきた自然資源の利用形態は、持続可能な手法であり、生物多様性の保全とその持続的
な利用が両立する自然共生社会のモデルとなりうるものである。環境省では、里地里山を例
とした我が国の自然共生社会づくりの取組に加えて、世界各地の自然共生の智慧と伝統の事
例を収集・調査し、これらをあわせて、「SAOYAMAイニシアティブ」と名付けて世界に提
案していくこととしている。本業務では、国内及び世界の自然資源の持続的な利用・管理に
ついての事例や既存の指針や取組等を収集するとともに、自然資源の持続的な利用・管理に
関わる多様な関係者が対等な協力関係のもとで検討・情報交換を進めることにより、生物多
様性の保全とその持続的な利用を両立させ、自然と共生する社会の構築を図るための準備・
検討を行うことを目的とする。

賃借料

合　計

合　計

金　額支出内容


